




















平洋戦争の開戦から 1 年半が過ぎた 1943（昭和 18）年夏、『キネマ旬


























































その数は 1917 年までに 100 本を数え、ほとんどがアメリカの作品で
あった。これに触発されて、前記の 3 人が海外の専門書も技術指導もな
いなかで見よう見真似で最初の作品を作ったのである12）。
こうして登場した日本の漫画映画は、最初の 1917 年に 17 本、翌 18
年に 12 本が製作されたが、その後 1924 年までは 10 本に満たず、低迷
状態が続いた13）。その原因は、第 1 に日本の漫画映画に対する限られた





























画の数は 1917 年に 50 本、翌 18 年には 58 本にも達している15）。これが
日本の漫画映画市場を襲ったアメリカ漫画映画の最初の波であった。
2）　ミッキー・マウスとベティ・ブープの人気
その後 1920 年代後半から 1930 年代後半にかけて、漫画映画は、劇映
画と同様に、トーキーとカラー映画という二つの技術革新を経験するこ
とになる。アメリカでは 1927 年 10 月に公開されたワーナー・ブラザー
ズ社の劇映画『ジャズ・シンガー』の成功を機に、大手映画会社はいず
れも 1930 年ごろまでに劇映画の製作をサイレントからトーキーに転換
した。この動きは漫画映画にも波及し、1928 年 11 月には、ウォルト・











るのは 1929（昭和 4）年 7 月末、最初に新聞に広告が出るのは 8 月末の
ことで17）、ディズニーが最初のトーキーを公開してから 1 年にも満たな
い時期であった。それ以降アメリカのトーキー漫画映画は年を追って増


















竹が設立した動画研究所（1941.5 ～ 45.8）でさえ僅か 12 名である。こ







シリーズ名 検閲本数 製作 / 配給
1 ミッキー・マウス（Mickey Mouse） 87 本 ウォルト・ディズニー
2 兎のオズワルド（Oswald the Rabbit） 80 本 ウォルター・ランツ
3 ベティ・ブープ（Betty Boop） 75 本 フライシャー兄弟
4 シリー・シンフォニー（Silly Symphony） 70 本 ウォルト・ディズニー
5 ポパイ（Popeye the Sailor） 69 本 フライシャー兄弟
6 スクリーン・ソングズ（Screen Songs） 49 本 フライシャー兄弟
7 クレイジー・カット（Crazy Kat） 44 本 コロンビア社
8 メリー・メロディー（Merry Melody） 43 本 ワーナー・ブラザーズ社
9 スクラッピー（Scrappy） 38 本 コロンビア社
10 蛙のフィリップ（Flip the Frog） 34 本 ゼリブリティ社
出典：『検閲時報』より筆者作成。
表 1　検閲本数の多いアメリカの漫画映画（1929 ～ 1941）
製作所名 1927 年 1928 年 1929 年
スミカズ映畫製作所 18 人 1 人 1 人
製作所名 1939 年 1940 年 1942 年
山本早苗製作所 2 人 5 人 ―
千代紙映畫社 1 人 5 人 1 人
佐藤線畫製作所 5 人 4 人 11 人

















これを新聞記事で見ると、1930 年から 10 年間に、朝日新聞は 40 点、
読売新聞は 26 点の漫画映画に関する記事を掲載しているが、朝日はそ












しかし、1937（昭和 12）年 7 月に始まった日中戦争を機に、日本の
漫画映画を取り巻く状況に変化の兆しが出てきた。まず、ニュース映画
専門館が相次いで開館した。ニュース映画館は、すでに 1935 年 12 月に
東京・丸ノ内の日本劇場地下、翌年 7 月に神戸、10 月に京都に開館し
ていたが、日中戦争を機にニュース映画に対する関心が一段と高まると、



































（注 13 参照）、海外の漫画映画については 1924 年までは「公開本数」





















　　　　　　1925～42　検閲本数：『検閲時報』 （～ 1928 サイレント、1929 ～ サイレ
ント + トーキー）
　　　日本 　　　　　 製作本数：『日本アニメーション映画史』。いずれも筆者が算定。




















主張してきた厚生省の三省共管で、1939 年 3 月 4 日に第七四回帝国議
会に上程された。そして、衆議院・貴族院とも原案どおり可決され、4
月 5 日に公布（昭和十四年法律第六六号）、勅令によって施行規則とと
もに 10 月 1 日から施行された。主務官庁には、三省以外に、1940 年 12
月から新設の内閣情報局が加わった。






















ける（第 13 条、第 14 条）。また、外国映画は配給と興行の両面で種類









































映画会社の大々的な統廃合が進められた。1940 年 4 月には、ニュース
映画社 4 社が合体して社団法人日本ニュース映画社（日映）が設立され、
ニュース映画社は 1 社だけとなった。また、映画法制定を機に一時は
200 社余りに増えた文化映画社は、4 次にわたる統廃合を経て、1943 年
9 月までに日映・朝日映画・理研映画・電通映画の 4 社に集約された。



























画は見当たらない。帝国議会では、衆議院では本会議で 2 回（1939 年 3
月 9 日、19 日）、映畫法案委員会で八回（3 月 9 日～ 18 日）、貴族院で
は本会議で 2 回（3 月 19 日、26 日）、映畫法案特別委員会で 3 回（3 月

























































には 1 本だけ選ばれている。推薦映画は 1939 年から終戦までに 187 本
選定されたが31）、そのなかに前述した戦争漫画映画『桃太郎の海鷲』













文化映画は 1940 年 1 月から六大都市で、7 月から全国で上映が義務付



























12 条と施行規則第 20 条で、内務省が翌年の外国劇映画の配給量を決め、
139
表 3　文化映画認定漫画映画と文部省推薦漫画映画





















桃太郎の海鷲 1942 芸術映画社 瀬尾光世 描画、37 分
（参考）
文部省製作映画
あひる陸戦隊 1940 芸術映画社 瀬尾光世 描画、13 分
狐の小父さん 1940 不明 山本早苗
仲よく働け 1940 不明 村田安司
アリちゃん 1941 芸術映画社 瀬尾光世 描画、11 分

























は最盛時の 4 分の 1 以下の 29 本に激減した。そして、1941 年 12 月の
太平洋戦争開戦と同時に、米英等の映画は興行者の上映停止によって映
画館から姿を消した。この間隙を埋めるかのように、1942 年 9 月には、
1 時間を超す中国の漫画映画の大作『西遊記　鐵扇公主の巻（鐵扇公




編カラー『白雪姫 The Snow White and the Seven Dwarfs』（1 時間 23
分、米公開 1937 年 12 月・日本公開 1950 年 3 月）も、フライシャー兄


















画の検閲本数は、1939 年の 72 本が 40 年には 29 本、41 年には 20 本に
まで低下した。しかし、日本の漫画映画の製作本数は、外国の漫画映画
の減少分を満たすにはほど遠いものであった。1937 年の 24 本が 39 年
には 12 本に半減し、42 年には 22 本と一時的に回復するものの、その





















映画は、1940 年には 103 本を数えたが、42 年には 40 本に減少し、映画
全体に占める割合も 33％から 24％に低下した38）。このうち漫画映画に






































漫画映画 21 本のうち 17 本までが戦争あるいは国策を題材し、以後は 1
本を除いてすべて戦争漫画映画であった。これらの漫画映画のうち、
「陸軍省後援」と付記された漫画映画が 1942 年と 44 年にそれぞれ 1 本、
「海軍省後援」あるいは「海軍省委託」と付記された漫画映画が 1942 年












年 題名 支援形態 製作 作画・撮影・演出ほか
1942 芋と兵隊 陸軍省報道部後援 塚本興業 片岡芳太郎





































この成功を機に、戦争末期の 1945 年 4 月には、海軍省が後援した最
後の作品『桃太郎　海の神兵』（1 時間 14 分、製作：松竹動画研究所、
脚本・撮影・演出：瀬尾光世）が白系の映画館で公開された。1 時間を
超えるこの大作は、1942 年 2 月に海軍空挺部隊が決行したオランダ領
スマトラ島南部油田地帯バレンバンへの落下傘降下作戦（バレンバン攻
略）に題材を採ったもので、前作同様に、桃太郎と猿・犬・雉が活躍す

























































者では最盛時には 50 名が制作に従事して 1 年 2 か月をかけて作品を完
成した。これは、ディズニーが 4 年の歳月と 170 万ドルの製作経費、






























かで陰に陽に日本の漫画映画に関与し続け、終戦後の 1945 年 12 月 26
日、連合国軍最高司令官総司令部の覚書によって廃止された。
　注






















 　この小論は 1930 年代から 1940 年代を対象とするため、当時一般的な名
称であった「漫画映画」を使う。


























6 ）　『映画旬報』は、『キネマ旬報』（1919 年 7 月 11 日号創刊号）が戦時中の
映画雑誌の統配合によって 1940 年 12 月 1 日号で休刊した後、その後継誌
として発行された。同誌は 1941 年 1 月 1 日号から 43 年 11 月 11 日号まで
継続し、廃刊となった。一方、『キネマ旬報』は、戦後の 1946 年 3 月 1 日
号から 50 年 4 月 1 日号まで再建号、50 年 10 月 15 日号から復刊号を発行
し、現在に至っている。
7 ）　『映画旬報』1943 年 7 月 21 日号 p.31（引用文の（）は筆者が挿入）。







後援で長編『桃太郎　海の神兵』（1 時間 14 分）の脚本・撮影・演出を担
当した。戦後も松竹に止まったが、間もなく漫画映画制作を離れ、絵本作
家となった。
9 ）　中編の『桃太郎の海鷲』は 1943 年 3 月 25 日から、短編の『フクちゃん
の増産部隊』『お山の防空陣』『マー坊の落下傘部隊』『お猿三吉　闘う潜
水艦』の 4 本は同年 7 月 2 日から、いずれも白系の映画館で記録映画や文













翌 2008 年に近代美術館フィルムセンターで公開された。1 分半程度の短
編である。ほかの二作品は現在のところ存在が確認されていないが、『活





作の思ひ出」『映畫評論』1934 年 7 月号 p.39）。
13）　日本の漫画映画の「製作本数」：前掲『日本アニメーション映画史』巻












ら 20 年代に発行されていた映画専門誌『キネマ・レコード』（1913.10 ～
1917.1）、『活動之世界』（1916.1 ～ 1919.4）、『活動畫報』（1917.1 ～ 1919.4）、










始め、1939（昭和 14）年 10 月から映画法施行に伴ってこれを『映畫検閲
時報』に改題した。いずれの『検閲時報』も月 1 回ないし 2 回刊行され、
1944 年 2 月まで記録が残っている。これらは、映画史研究家の牧野守氏
の収集本をもとに、内務省警保局編『映画検閲時報』不二出版（全 40 巻、
1985 ～ 1986）として復刻されている。
17）　内務省警保局『活動写眞「フィルム」検閲時報』には、1929 年 7 月 23
日にアメリカの発声漫画映画『徳利魚 The Fishing Fool』と『岡目一目
The Wicked West』を検閲した記録が残っている。これが日本で最初に検
閲されたトーキー漫画映画である。また、京都日出新聞の同年 8 月 29 日
夕刊 3 頁に掲載された松竹座の広告には、「パラマウント社傑作喜劇（トー
キー）發聲漫畫　螢の光　全一巻」と記されている。この作品は、ディズ
ニーと並び称されるフライシャー兄弟（Max Fleisher 1883 ～ 1972、Dave 





ていない。このため、1925 年 7 月以降は内務省警保局編『映画検閲時報』
をもとに、海外漫画映画の「検閲本数」を算定した。このうち、1925 年




19）　ミッキー・マウスの作品が最初に検閲されるのは 1929 年 9 月 3 日、最
初に公開が確認されるのは同年 9 月 12 日（『ミッキー鼠のオペラ見物』武
蔵野館ほか、同日の読売新聞朝刊 2 頁および朝日新聞夕刊 1 頁の広告）で
ある。一方、ベティ・ブープの作品が最初に検閲されるのは 1932 年 1 月
27 日、最初に公開が確認されるのは翌 1933 年 5 月 25 日（『ベティ漫画　
魔法の鏡』新宿松竹座、読売新聞同日夕刊 2 頁の広告）である。また、新










21）　Bendazzi, Giannalberto （2003） Cartoons- One Hundred years of cinema 
animation, John Libbey & Company Ltd. p.66
22）　前掲『日本アニメーション映画史』p.28。





24）　『朝日新聞』1936.1.1 朝刊 5 頁、および 1937.1.1 朝刊 13 頁。
25）　『読売新聞』1933.11.2 夕刊 4 頁。






（2003『戦時下の映画統制期 8』ゆまに書房 pp.409―585 に復刻）、奥平康弘
（1986）「映画の国家統制」前掲『講座日本映画 4』pp.238―255、加藤厚子
（2003）『総動員体制と映画』新曜社を参照されたい。
29）　『朝日新聞』1939.3.18 夕刊 3 頁。同紙にはまた、映画評論家岩崎昶が「映
畫法案を検討する」と題して、4 回にわたって「非大衆の法」「官僚臭の
処罰法」「数量制限が問題」「片手落ちの立法」という映画法案を批判する





年鑑　昭和 18・19・20 年）』第 2 巻（以下『映画年鑑　昭和 18―20 年』と
略す）日本図書センター、p.54。
 　新作の文部省推薦映画の年別の本数は次のとおりである。
 1939 年／ 48 本、40 年／ 47 本、41 年／ 34 本、42 年／ 20 本、43 年／ 22
本、44 年／ 15 本、45 年／ 1 本。内訳は、日本映画 160 本（全体の 85.6％、








 1939 年／ 185 本、40 年／ 378 本、41 年／ 256 本、42 年／ 114 本、43 年
／ 76 本、44 年／ 64 本（45 年は資料がなく不明）。この間、文化映画の認
定を受けた外国映画は計 111 本（全体の 10.3％）である。








われる。『検閲時報』には、1942 年 9 月 4 日に検閲を受けたと記録されて
いる。
36）　『白雪姫』の日本での公開がいかに待ち望まれていたかは、朝日新聞が
「評判の『白雪姫』四月に入荷」（1939 年 1 月 24 日夕刊 3 頁）、「待望の白
雪姫　来春までお預け」（同年 4 月 8 日夕刊 3 頁）、「映畫『白雪姫』来年







 1939 年／ 22 本、40 年／ 103 本、41 年／ 83 本、42 年／ 40 本、42 年／ 69

















42）　『映画旬報』1943 年 5 月 21 日号の「各社封切作品興行収入順位表（自昭
和十七年四月一週・至十八年三月四週）」（p.33）では、『桃太郎の海鷲』は
65 万円余の興行収入を上げ、10 位に位置している。1 位は劇映画の『ハ
ワイ・マレー沖海戦』（東宝製作）の 114 万円である。















作（1 時間 26 分）で、1940 年 11 月にアメリカで公開された。「くるみ割
り人形」「魔法使いの弟子」「禿山の一夜」など 8 曲のクラシック音楽を
バックに構成された芸術性の高い作品である。アメリカでの公開と同時に













48）　今村太平「最近の漫画映画」『映画旬報』1943 年 3 月 1 日号 p.26。
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